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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日から9/19までの3日間中級試験実施

・9/20・21、院内研修実施予定

・9/25法人研修実施予定

・9/28ＳＳＴ初めて研修実施予定

・9/21 13：30～、法人の防災被災訓練を実施予定。参加予定者：櫻田・盛田・小島

・9月中に緊急連絡網のチェックを行う予定

・10月プログラム予定表への入力を本日中に行い、テキストを提出する事

・秋祭りのアンケート依頼がある為、早急にメールにて返送する事

・外来カルテへのデイケア記録の挟み込みについて

1 日々の記録は、カルテ内に綴じてある1番前の2号用紙の更に前に綴じる

2 経過記録は、Ｄｒが記載している月の2号用紙部分に綴じる

3 カルテに綴じる記録の量は3か月分とし、4階書庫へ記録を移す際には、日々の記録と経過記録の両方を外して4階へ移動する

・今後の経過記録の提出について

1 月末に経過記録を作成

2 月初め2日までに作成した経過記録の確認をグループで実施

3 3日の10：00までに打ち出しを行い、上野ＳＧＭへ提出（不在時は菅原ＡＯＭ）

4 ＳＧＭから院長へ提出し、確認後10日までに外来カルテへ綴じる

※期日を過ぎた場合には、顛末書を添付して提出する

＜青明舎登録者様　情報交換＞

・鈴木　茂子様～定期訪問実施。小遣い帳を確認すると、漏れなく記載されているが、「雑貨」として、400円と1,240円の支出がある。本人へ確認すると、「細々した日用品を買った。灰皿とか…」と語尾を濁しながら話している。記載は「雑貨」でまとめず、詳細を記載した方が分かりやすいこと、出来るだけレシートをもらうよう伝えている。また、小遣いをもらってすぐにタバコを2カートンまとめ買いしている。減煙するためにも、タバコのまとめ買いは止めるよう助言している。保護者である姉との連絡ノートには8/18(土)以降、姉の記載がない。本人に確認すると、最近は駐車場の都合により、小遣いの受け渡しをむつ食品で行っていること、そのため、連絡ノートの確認はしばらくやっていないと話している。

・高柳　和子様～定期訪問実施。近況について確認すると、落ち込むことは変わらずにあるとのこと。しかし、最近はデイケアで話せる利用者が増えてきたと嬉しそうに話している(青木紀子様、古舘ヨリ様、平京子様)。また、リスパダールの服用も以前に比べて少なくなってきたという。服用が少なくなったことは、本人が落ち込みへの対応策を見つけられていることを振り返り、評価して伝えている。訪問中は表情が和らいでおり、笑顔も多く見られている。

・下妻　康貴様～先日話していた仕事の事や、車の購入について再度話を聞く。本人は、職場で嫌なことがあったと言うわけではなく、現状に不満があるわけではないとのこと。色々な経験を積みたいと考え、新聞記事の事業所で利用者として働くことを考えたと話している。本人と一緒に、今の環境が（作業時間や週3日休みがあることなど）があるから、病状を安定させ長期間働くことが出来る要因であること、パセリー菜で長く働いていること（社会適応訓練期間を含め9年ほど）は評価されることであること、パセリー菜できつい話し方をするスタッフがいるとのことだが、本人の働きぶりを認めての言動である場合も考えられること、新聞記事の事業所に通う場合、車を購入を考えているとのことだったが、維持費や燃料費等出費が多くなることなどを話す。本人は、「あの後自分でも考えてみたが、あと5年は今のところで働けると思っている。いますぐ転職しようと思っている訳ではない」と話している。いろいろ考えているだろうから、その都度一緒に話し合っていくよう促し終了している。

・上川原　豊様～訪問実施。指間の裂傷は北村皮膚科に行き軟膏を１日２回塗っている。まだ痛むが以前よりは良くなっているとのこと。右目上まぶたにモノモライができており、必要に応じて大島眼科に通っている。頭皮にも炎症のようなものがあり、それは薄葉皮膚科で１回／１月くらい診てもらってるようである。前に１度だけ赤田外科で両膝の水を抜いてもらったとのこと。歯科にも歯槽膿漏で１回／２週間通っている。先月の盆時期は眼球に傷ができ、夜中だったので救急車を呼んで世話になったと話している。

デイケアは週３回ほぼ行っていると話しており、上記のような体具合を見てたまに休んでいるよう。残りの週４日はスーパーに買い物、外来、他科通院をしているとのこと。五戸の母のところにもたまに会いにいっているようで、バスで片道数時間かかるので泊まってくることもあるという。

家計は生活保護費でやりくりできているとのことで、美味しいものも食べたいが、「太る心配もあるし、お金のことを考えるとね」と話している。採血の結果は問題ないという。

・前野　義勝様～訪問実施。部屋が散らかっていて布団も敷いたままとのことで玄関先にて話をうかがう。僅かに開いた居間の引き戸から見える居室の様子は、床に脱ぎっぱなしのような服や物が乱雑に置かれていた。

最近うみねこ幸房で働いていた方が就労の為辞めた事で、本人のチラシ配りの量が４０部から７０部ほどに増えたとのこと。日中は疲れている感覚が無くても、家に帰って寝床に入ると疲れを感じると言う。訪問日も二度寝をしてたとのこと。

食事は自分で作っているようだが、「やっぱり外のご飯の方が美味しい」と話している。スーパーで惣菜を買うこともあるが、たくさん買うと高額になるため、１品程度にしていると言う。

居室のカーペットを入居時から９年ほど使っていて汚れが目立ってきたので取り替えたいと話している。自室の片付けは、何から手を付けて物をどこに配置してよいかが分からないと話されている。必要な物と不必要な物を分けて処分してからの方が物の配置もしやすいため、まずは処分できる物を片付けてみるようスタッフから提案している。まずは来月の訪問までに不必要な物の処分をしてみるようスタッフから伝えている。

通所では、今年の夏は暑すぎて自宅に居る事が辛いと話されている為、来年に向けてお金を貯めてエアコンの購入を考える事としている。

・種本　サハ様～疲れてくるとデイケアを週1日程度休みたいと話されているが、「先生が許してくれない」「通所のスタッフが許してくれない」と訴えている。自分から担当医や通所スタッフへ相談する事は無く、話が進まない状態である為、祝日を利用した休養日を作る事を提案していく。

カーテンレールを自室に取り付けており、既存のカーテンを付けているが、幅・丈共に不足している状態。新しい物を購入することは金銭的に難しい為、金銭的な余裕を見て購入予定としている。お金がない理由として、実家に高額の送金をしている事がある為、送金額を決めている。今後、金銭の使用状況を確認していく。

・清水　泰雅様～先週自宅を訪問予定であったが、自宅の玄関修理を行っており訪問できる状態ではないと連絡あり。今週訪問予定としている。

・平　　京子様～訪問実施。部屋の掃除は週１回行っているとのことで、汚れは目立たないが、気温が高い状態でもボアのついたカーペットを使用している。入浴はデイケアで週2回のみ行っているとのこと。アパートでシャワーは使用しないのか確認すると「使いたくても、シャワーが出ない」と話すため、シャワーの出し方について本人へ教えている。今後は、アパートのシャワーを使用するとのこと。アパートの更新の書類が届いたため、来週手続きを済ませてくるとのこと。

・久保　清美様～訪問実施。窓を開け洗濯物を干しているが、洗濯竿に蜘蛛の巣がついている。本人は蜘蛛の巣を気にしていないが、洗濯物につくおそれがあることをスタッフより伝えている。小遣い帳を確認すると、月1～2回給油し4000～5000円使用している。食品は、バランス良く購入出来ている。お金のやりくりは出来ているのか確認すると「今月はガス代を払うし、来月は水道代を払わないといけないので、赤字です。彼岸の花も高いし大変です」と話す。貯金が減ることはあまり良いことではないため、ガソリン代や食費代の節約を心がけるよう伝えている。また、本人、給料の良い仕事を見つけているが、仕事を探して働かないでいるよりは、うみねこ幸房を利用した方が金銭面的にプラスになることを伝え、うみねこ幸房の利用について検討するよう本人へ促し、次回訪問時に返答を受ける事としている。

・板橋　利美様～現在八戸赤十字病院入院中。現在の病院を退院しなくてはいけないが、歩行できる状態ではない為、城北病院へ転院予定。

＜利用者様情報＞

・鈴木　茂子様～腹部の不調を訴え、何度もトイレに行く様子あり。下痢・便秘などの症状は無く、トイレでの排泄も無いと話されている。休日の食生活を確認し、食べすぎではないと話されているが、他メンバーとの会話にて食生活が乱れていると報告されている場面がある。体重測定を行い、再度食生活の確認を行っていく。

・吉田　富秋様～土曜日に煙草を購入していたと青明舎から情報あり、“禁煙できなかった”と話されていたとの事。9月の初旬からスタッフに見つからないよう喫煙して居たとの事だが、煙草を購入している様子は無く他者から貰っていたことが推察される。今後の喫煙ペースを確認し、他者から貰わないよう指導行っていく。

・下町サン子様～先週の外来受診時に、通所での転倒事故があったことを担当医へ報告している。担当医からは低血圧である為、血圧に気を付けるよう指示を受けている。

＜外来情報＞

・寺沢　彩様～睡眠は取れるようになり、覚醒時の幻覚も無くなったと話されている。今回より、ルナプロンをメインに変薬。セロクエルを就床前薬に追加し、ジプレキサを減薬とする。

